
 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 
 

 
 
０１ 食育 ～残菜を減らす工夫～                    

 

 
 
 

 
 
 
 
 
０２ 環境教育 ～循環型社会形成に向けてた意識の向上～                  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

０３ 地域教育～自分たちの町を考える～                  
 

  

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
 学校教育目標 

「思いやりのある生徒 真剣に学ぶ生徒 健康な生徒」 

～自律・進取・友愛の気概溢れる我らが“学び舎”チーム城北の創造～ 

■所在地：さいたま市岩槻区本宿３９２－１   ■電話：０４８―７５７－１５８２ 

■ＦＡＸ：０４８―７５８―７４９４       ■交通：岩槻駅より徒歩約３５分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

城北中学校 

家庭科の「献立を立てよう」の授業を通して、「食品ロス」    

について学習します。学校栄養職員に、給食の残菜が廃棄されて 

しまうことなど、本校での残菜の現実についても学びます。 

 日本は食料の多くを輸入に頼りながらも、その多くを破棄して 

しまっている現状から、給食を通して食料を大切にする心を育成 

しています。取り組み後、意識も高まり、残菜が減りました。   

今年度を引き続き進めていきます。 

生徒会が中心となり、ペットボトル回収活動を行っています。 

回収したペットボトルキャップがワクチンに変わり、人々に届ける

ことができ、国際貢献に関わることができるということや、再利用

の視点から、循環型社会形成の一員としての自覚が芽生えるという

２つの面から生徒の興味・関心を深めることができています。  

実際に教職員も参加し、学校一丸として取り組んでいます。 

社会科や総合的な学習の時間において、地域についての    

関心・理解を深める活動を行っています。 

 昨年度は、地域の講師を招き、自分たちの町の魅力について  

深めました。本年度は、課外学習等での学習を踏まえて、よりよい

町を作るための実践を考えていく予定です。 


